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私 の 医学史探訪
京都大学 医学研究科腫瘍外科学 嶋 圧] ネ

外科医になって20年が過ぎ、現在行つている治療法

がどのような経過で発見、または開発されてきたかに

興味が沸くようになつてきた。今まで多くの大家がす

ばらしい文章を書かれているので、それには及ぶべく

もないが、海外留学や国際学会の折りに私が知ること

ができた経験について少し紹介する。

国際学会などで、時間があれば行く所は、最初は当

地の名所旧跡であつた。医学に関する興味深い史跡も

あつたと思われるが、それらを見に行くことも考えず、

ことことく見逃してきた。それが変わつたのは、 5年

ロリにCorne‖ ∪niversityの New York Hospitalの

D.B Sttnner教授 (写真 1)の ところに留学 してか

らである。臨床面のみならず研究面でも大変有意義な

留学であつたが、医学史に関心を持つきつかけにもな

つた。

New York Hospttalは 、最初の患者が英国との独

立戦争の負傷兵士であつたとされる歴史のある病院で

ある。マンハッタンのアッノく一イース トに、イース ト

リバーに面して立っているが、勉強するには絶好の環

境にあった。道を隔てて、全米―のがんセンターであ

る Sloan Kettering Memorial Cancer centerと 、

全米有数の基礎研究者のいるRockefeller Universky

があり、いつも最先端のセミナーが行われていた。こ

の Rockefe‖er Universityの 一番 Jヒ側に1901年設立

の古い図書館が建つていて、不勉強で行くまで知らFJl

かつたのだが、ここに野口英世の胸像 (写真 2)と彼

が他の研究者と写つている写真 (写真 3)が掲げられ

ていた。

彼の胸像は Rockefellerと 向かい合つて立つてい

て、Rockefellerに とっても重要な人物であつたこと

が忍ばれた。現在では黄熱病は忘れられかけているが、

かつてはアメリカでも猛威をふるった伝染病で、その

第一人者として野口英世は34編も論文を発表してお

り、アメリカにとつても Rockefellerに とつても大切

な研究者であつたのである。昔ながらの古い机が並べ

られており、彼もここへ出入りしたのかと思わず周囲

を見回してみた。彼が見たであろう玄関から遠望する

NYやイース トリバーの風景などは、見える風景に古

い建物が多いせいかノスタルジアを感じさせられた。

留学中はあまりNYか ら出られなかつたが、ボス ト

ンに行く機会があり、どうしても Ether Domeを 見

たくなつてMGHを訪ねた。MGHに留学 した人にと

つては簡単であろうが、NYにいるといつでも行ける

わけではない。行けたのは日曜日であつたため、Ether

Domeは閉まっていた。現在、われわれが外科医とし

て安心 して手術ができている一つの要因は麻酔の発達

であり、Mortonの エーテル麻酔の成功 (1846年 10月

16日)が、われわれ外科医に与えた恩恵は計り矢口れな

いものがある。そう思つて窓越 しに中を垣間見ると

(写真 4)階段教室になっており、その前で実演が行

0野口英世の銅像。Rockefeller
と向かい合つて立っている

0野口英世と同僚たち
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00 Ether Dome
O少し腹の出つ張り始めた筆者とBillrothの墓

0世界最初の胃癌切除成功例 左が切除胃癌標本、右は剖検摘出標本

われたことを考えたら、なかなか離れがたいものであ

つた (写真 5)。

その後の数回の国際学会ではあまり機会がなかつた

が、1999年の万国外科学会が 8月 にウィーンで行われ

たとき、長崎大学の三浦敏夫教授に、Bill「othが最初

に胃切除をした標本を博物館で見ることができると教

えていただき、どうしても見たくなって探しに行つた。

周回 トラムでウィーン大学まで行き、地下に降りて37

の トラムに乗り換え、 1駅で下車。そのまま200mぐ

らい歩くと、左に歴史建造物の赤と自の旗がある建物

が建つていた。鉄格子を開けて中に入つてみたが、15

時を過ぎており閉館とのことで、翌日に トライする羽

目になつた。そこで、これも三浦教授に教えてもらっ

た中央墓地の Billrothの 墓に行くこととした。71番の

トラムで終点の一つ手前で下車するまで 30分かかつ

た。三浦教授に教えてもらった 14-7を探すも墓は見

あたらず、 14A、 14B、 14Cを くまなく探すも見あた

らなかった。あきらめ切れずにもう一度探したところ、

ようやく発見することができた (写真 6)。 モーツア

ル トなどの音楽家たちの 32区は 14区の向かいで、そ

ちらには多くの人がいたが、14区はわれわれだけであ

つた。周 りがピンクの花で囲まれて、手入れが行き届

いていた。すぐ近くには、Billrothと 同時代にもう一

方の外科の教授であつた Albertの墓も存在 した。当

初、Albertは Albert― Lembert吻合の Albertで はな

いかと勘違いを したが、その Albertは フランスの外

科医とのことで別人のようであつた。

翌朝、 9時に博物館に行き、Bill「othの最初の胃癌

切除標本 (1881年 )を見ることができた。再発後の音」

検で取り出された残胃の標本も展示してあつた (写真

7)。 摘出標本から、外科医の目で見てもどのような

吻合がしてあるのか判別できなかった。それでも、世

界初めての成功例であるので感慨深かつた。本当はそ

れまでにフランスの Pё anとポーラン ドの Rydigier

が試みたのだが、Pёanの症例は 5日、Rydigierの症

例は約20時間で患者が死亡しているので、何年にもわ

たる動物実験で練習をしていた Bill「othが最初の成功

となつたようである。何事も準備が必要なのである。

Bill「othは食道切除や喉頭全摘 (1873年 、これも世界

初らしい)の切除も行つているので、食道外科医にと

っても偉大な先駆者である。前述の Mortonの全身麻

酔が始まって 30年であつたが、後述するListerの 無

菌法 (1869年 )をいち早く取り入ねることにより、こ

れらの手術を成功させていつたものと考えられる。

この博物館ではマイクロ トーム、顕微鏡、最初の硬

性食道鏡を見ることができた。蝋による精巧な人体標

本があり、食道外科医として反回神経に自然と目が行

ってしまった。右反回神経は正しく表現されていたが、

左反回神経はなぜか無視されていた。しかしながら人

体標本は大変精巧で、 ドイツ医学の歴史とその手法

(現実を正確に表現すること。正確に評価すること。観

察から真実を見つけだすこと)のすばらしさを再確認

した。慶應義塾大学の北島教授に、近くに内視鏡の博

物館があると教えていただいたが、夏休みは閉まって

いるとのことで、またの機会に訪れることにした。帰

りに、すぐ近くにある Freud博物館に寄つてみたが、

残念ながら外科医の私には収穫は得られなかった。

その日の懇親会で、またまた三浦教授に、ウィーン

大学には Billrothの 胸像があると教えていただき、翌

日 8時からウィーン大学へ向かつた。正面から入つて

右に曲がり、少し階段を上ると中庭にでた。回廊には

歴代の教授の像が並んでおり、Bill「oth像は一際大き

く、しかも両手が付いておリメスを持つていた (写真

8)。 BIII「 othがいかに重要な人物であつたかがわか

る。おそらく訪れた人は皆するであろうが、Billroth

のメスを持つ右手にしつかりと触つてきた。Kaposi
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外観。赤煉瓦の 3階の窓から青
カビが飛び込んだとされる

⑩ Fleming博物館。中央右のボタ
ンを押してインターホンで交渉
するシステムになつている

0日 eming研究室の概観。 3畳程
度の小さな研究室であつた

⑫ Listerの 使用した器具

肉腫の Kaposi、 血液型の Landsteiner、 Doppler、

Freudの像が並んでおり、歴史を感じさせる回廊でさ

すがであつた。

2000年 9月 は、 lⅥ etastasis Research Society

の第 8回国際学会がロン ドンで行われ、教室の佐藤史

顕先生が、胸管浮遊液から樹立した高転移株の原因遺

伝子をマイクロアレイで検討 した演題を発表した。□

ン ドンではべニシリンの発見者、Flemingの 実験室に

行つてみた。地下鉄の Paddinton駅 で降りると、容

易にSt.Mary病院はわかつた。Flemingのプレー ト

も研究室もわかり、門を入るとFleming博物館があ

ることが判明したが (写真 9)、 平日の10時から13時

までしか開いていないとのことで、ここでもまた出直

しを余儀なくされた。翌日訪れるも、Fleming博物館

はインターホンで見学を交渉 して初めて中から電子□

ックを解除するシステムとなつていた (写真 10)。 老

婦人が丁寧に案内してくれた。訪間者は私 1人であつ

た。 3階に、道へ向かつて Flemingの 実験室が保存

してあつた。道から見えた窓がまさしくそれであつた。

部屋は意外に狭く、 3畳程度の広さしかなかつた (写

真 11)。 窓に向かつて机が配置されていた。窓は 3枚

で、どの窓から青かびは入つたのであろうか ?ガラ

スのペ トリデ ィッシ ユが並べてあ つた。実際の

peniciliumを見つけたプレー トは英国図書館に保存

されているとのことで見ることができなかつたが、写

真のカビはやはり青く、自分が青カビであることを雄

弁に主張 していた。青カビの周辺だけが細菌のコロニ

ーを形成していないのだが、果たしてそのディッシュ

からわれわれが気付くであろうか ?Flemingは 、15

年も病原菌を破壊する物質を探し求めていたのである。

彼だからこそ、青カビの混入は serendipttyと 成り得

たのである。ビデオが上映されていて、なかなか勉強

になつた。Flemingは 、ロン ドン大学を主席で卒業し

たようである。最初の患者は兵士で、劇的に良くなつ

たが薬がなくなつて死んでしまつたとのことで、 2番

目の小児が顔面の炎症で助かつたとのことであつた。

その後、戦争で効果が確かめられた。臨床試験も兵士

で代用されていた。1944年にノーベル賞を得ている。

しかし、すぐにぺニシリン耐性菌が出てきて、耐1生菌

との戦いが始まつたのは周知のことくである。スコッ

トラン ドの Flemingが 生まれた家のすぐ近くにスミ

スクライン社が研究所を設立し、ぺニシリンの耐性菌

に対する抗生物質を合成したと解説されていた。現在、

われわれが安心 して外科手術を行える要因の一つに抗

生物質の発見があげらねるが、この偉大な発見が行わ

れたのが日の前の 3畳 ぐらいの研究室であつたことが

感慨深かつた。

夜は学会の Galla Dinnerに 出席 した。lmperial

Collegeの正門からバスで英国外科学会 Hunter博物

館に向かい、まず博物館にあるHunterのいろいろな

解剖のコレクションを見ながらカクテルを飲んだ。

Hunterが見つけたとされる副甲状腺の標本をカタロ

グで見て、見つけようとしたがわからなかつた。しか

し、何気な く 2階 に行 つたところ、なんと 2階 |ま

Listerの 博物館になつていた。消毒についての彼の偉

業をたたえるパネルが飾られていた。safe operaJon

をestablishしたとたたえていた (写真 12)。 Lister

の無菌法の発見 (1867年 ,Lancet誌 )も外科医にと

つて大変重要な発見で、思わず頭を下げてきた。私が

1人で興奮していると、東大の入村達郎教授が「どう

したのか」と聞かれて、「外科医にとつてListerは 重

要な人なのです」と話すと、「それは知らなかつた、写

真を撮つておこう」と写真を撮つておられた。食事は

別の広間で行われ、そこには Hunterと Listerの 紋章

が左右に飾られていた。なぜ、Hunter博物館にLister

のことが展示 してあるのかは定かではなかつたが、
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O Wistarlnstitute
⑭ Agnewの講義を描いた絵画

O Fabrizio o解 剖台。 屍体が
上下する解音」台より見学席を
見上げたところ

O William Harveyの プレー ト

⑫ 」ohann G VVirsungの プレ
ー ト

Hunterは炎症と創傷についての学説を発表しており、

それは今日の炎症の考え方に近かつたと言われる。と

ころで、Listerの 無菌法は最初から快く迎えられたわ

けではなかった。どちらかといえば英国での評価より

諸外国の評価が高く、特に ドイツでは積極的に取り入

れられていった。前述のように、Listerの無菌法が安

全な腹部手術を可能とし、BIII「othの 胃癌手術の成功

に結びついたのである。

2001年 5月 には国際胃癌学会がNYで行われ、帰り

にPennsylvania ∪niversityの Rustgi教授の百升究

室に寄つた。目的はtransgenic mouseの共同研究

であったが、ここでもいくつかの発見をした。解剖の

建物だつたとのことだが、Wistar lnstituteがあっ

たことで、われわれが実験に使うWistar ratを作成

した建物とのことであった (写真 13)。 また、病理の

建物には、染色体転座のフィラデルフィア染色体がこ

こで発見され、名付けられたことを示す展示がしてあ

つた (こ れは当たり前ですね )。 さらには野口英世が

ロックフェラーに移る前にいたラボがある建物まであ

つた。由緒ある大学なのだ。またD.H.Agnew教授の

有名な外科の絵画 (写 真 14)があ るが、あれも

Pennsylvania∪ niversityと は知らなかつた。

2001年 8月 はプリュッセルで万国外科があり、 9月

にサン・パウロで国際食道疾患会議が行われるので、

その途中で Padova大 学の Meligttano教授の手術を

見学した。手術後、彼が昔の大学 (ボ ウと呼ばれてい

る)の中を詳しく説明して案内してくれた。静脈弁を

発見 し、Galileoの 主治医であつたFabttzioの テア ト

□・アナ 、ミコでは、屍体を上下させていた中央の解

剖台の下側に入れたが (写真 15)、 そこから周りの見

学席が見えるので、あたかも屍体になったような感覚

であつた。Galileoの 教壇、自由を守るための歴史、

部屋の由来、現在の使用方法などを詳 しく解説付きで

じつくり見ることができた。800年の歴史があり、教

皇に反してGalileoを教壇に立たせたり、ナポレオン、

ムッソリーニ、ヒットラーにも抵抗 して自由を守った

のだそうだ。学生が博士号を授与される部屋では、二

つの馬蹄形に机が並んでおり、手前の馬蹄形で教授や

学生が発表と評価を行い、奥には家族が控えていて、

学生に博士号が授与されるとわかると拍手が起こるの

だそうだ。荘厳な部屋で昔の教授の調腱が 8個見守る

中で博士号をもらうので、学生は一生忘れないのだそ

うである。Copernicus、 Galileo、 Morgagniの 像

があり、血液循環の Harveyのプレー ト (写真 16)が

あつた。イギリス人の Harveyが Padova大学で学ぶ

ことになつたことでもわかるように、16世紀 -17世

紀におけるPadova大学医学部は、世界最高レベルで

あった。Harveyが血液循環論に到達 し得たのは、

Fabttzioの静脈弁の発見を基にしており、Padova大

学で初めて可能であつたとも解釈できる。一番驚いた

のは、膵管にその名をとどめるWirsungがここで学

んだということで、彼のプレー トも刻まれていた (写

真 17)。

今後も海外の学会に行く機会があれば、医学に関係

する施設を訪ねてみたいと思つている。先人の偉大な

仕事があってこそ、現代の医学が成り立ち得ているの

だから。(2002.4記 )

追記 :医学史の専門家でない外科医の経験であり、記載の

誤りがあると思われます。下記の文献でできるだけ正確を

期しましたが、間違いがあればこ指摘頂ければ幸いです。

[文献]

「近代医学史から」大島蘭三郎著 形成社

「西洋医学史」飯田廣夫著 金原出版

「切手で医学散歩」Medical丁 百bune
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